
(57)【要約】
【課題】　洗濯耐久性のある繊維の抗菌・防ダニ加工方法を提供する。
【解決手段】　ポリヘキサメチレングアニジンリン酸塩とピレスロイド系化合物を組み合
わせることにより洗濯耐久性のある繊維の抗菌・防ダニ加工が可能となる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ポ リ ヘ キ サ メ チ レ ン グ ア ニ ジ ン リ ン 酸 塩 と ピ レ ス ロ イ ド 系 化 合 物 を 処 理 す る こ と を 特 徴
と す る 抗 菌 ・ 防 ダ ニ 繊 維 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 抗 菌 ・ 防 ダ ニ 性 を 有 す る 繊 維 に 関 す る 。 詳 し く は 抗 菌 ・ 防 ダ ニ 効 果 の 洗 濯 耐
久 性 に 優 れ 、 混 紡 し た 際 も 効 果 の 低 下 が 少 な い 抗 菌 ・ 防 ダ ニ 繊 維 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 病 院 や 老 人 ホ ー ム 等 で の 病 原 菌 感 染 防 止 を 目 的 と し た カ ー ペ ッ ト 、 寝 具 類 等 へ の
抗 菌 性 付 与 に 関 心 が 持 た れ て い る 。 Ｍ Ｒ Ｓ Ａ 等 に お け る 院 内 感 染 や 病 原 性 細 菌 に よ る 食 中
毒 な ど 抗 菌 加 工 の ニ ー ズ は 増 加 し て い る 。 ま た ア レ ル ギ ー 性 疾 患 や 小 児 喘 息 も 社 会 問 題 と
な り 、 そ の ア レ ル ゲ ン で あ る ダ ニ の 駆 除 に も ニ ー ズ は 高 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の ニ ー ズ に 対 し て 繊 維 に 抗 菌 剤 や 防 ダ ニ 剤 を 加 工 す る こ と は 数 多 く 提 案 さ れ て い
る 。 抗 菌 剤 と し て は 銀 等 の 抗 菌 性 金 属 を 利 用 し た 無 機 系 抗 菌 剤 、 第 ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 系
， ピ リ チ オ ン 系 ， ジ フ ェ ニ ル 系 等 の 有 機 系 抗 菌 剤 が あ る 。 ま た 防 ダ ニ 剤 と し て は ピ レ ス ロ
イ ド 系 ， カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル 系 化 合 物 が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 抗 菌 剤 お よ び 防 ダ ニ 剤 を 繊 維 に 固 着 す る 方 法 と し て は 各 種 バ イ ン ダ ー 樹 脂 を 併 用 す る 方
法 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 従 来 提 案 さ れ て い る 方 法 で は い ず れ も 洗 濯 耐 久 性 が ま だ 不 十 分 で あ り 、 未 加 工 の
同 種 あ る い は 他 の 繊 維 と 混 紡 す る と さ ら に そ れ ら の 効 果 は 低 下 し て し ま う 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 従 来 技 術 を 背 景 に し 、 そ の 課 題 は 抗 菌 性 ， 防 ダ ニ 性 の 洗 濯 耐 久 性 に 優 れ 、 し か
も 未 加 工 の 他 の 繊 維 と 混 紡 し て も こ れ ら の 性 能 が 低 下 し な い 抗 菌 防 ダ ニ 繊 維 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 繊 維 加 工 で 使 用 さ れ て い る 抗 菌 剤 と 防 ダ ニ 剤 を
組 み 合 わ せ 、 繊 維 に 加 工 し て そ の 洗 濯 耐 久 性 を 確 認 し た と こ ろ 、 ポ リ ヘ キ サ メ チ レ ン グ ア
ニ ジ ン リ ン 酸 塩 と ピ レ ス ロ イ ド 系 防 ダ ニ 剤 と の 組 み 合 わ せ が 抗 菌 防 ダ ニ 性 能 の 洗 濯 耐 久 性
を 著 し く 向 上 さ せ 、 他 の 未 加 工 繊 維 と 混 紡 し て も 性 能 の 低 下 が 少 な く な る こ と を 見 い 出 し
、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の ポ リ ヘ キ サ メ チ レ ン グ ア ニ ジ ン リ ン 酸 塩 と ピ レ ス ロ イ ド 系 化 合 物 の 組 み 合 わ せ
は 煩 雑 な 加 工 方 法 を 必 要 と せ ず 、 高 い 洗 濯 耐 久 性 を 有 し 、 混 紡 に お い て も 著 し い 性 能 の 低
下 が み ら れ な い 。
【 課 題 が 解 決 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 で 使 用 さ れ る ポ リ ヘ キ サ メ チ レ ン グ ア ニ ジ ン リ ン 酸 塩 は カ チ オ ン 性 の 抗 菌 剤 で あ
り 、 広 範 囲 の 細 菌 類 に 対 し 強 い 抗 菌 効 果 を 持 っ て い る 。 ま た 安 全 性 に 関 し て は 、 特 に 皮 膚
に 対 す る 毒 性 が な く 、 繊 維 の 抗 菌 加 工 に 適 し た 物 質 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 ま た 、 本 発 明 で 使 用 さ れ る 防 ダ ニ 剤 は フ ェ ノ ト リ ン 、 ペ ル メ ト リ ン 、 合 成 ピ レ ト リ ン 及
び 天 然 ピ レ ト リ ン 等 の ピ レ ス ロ イ ド 系 化 合 物 、 ま た ピ レ ス ロ イ ド 骨 格 を 持 っ て い な い が ピ
レ ス ロ イ ド 系 化 合 物 と 同 様 の 作 用 機 構 を 示 す エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 、 シ ラ フ ル オ フ ェ ン 等
の ピ レ ス ロ イ ド 様 化 合 物 も ピ レ ス ロ イ ド 系 化 合 物 と 同 じ よ う に 使 用 で き る 。 な お こ れ ら は
単 独 で 使 用 し て も ２ 種 類 以 上 を 併 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ポ リ ヘ キ サ メ チ レ ン グ ア ニ ジ ン リ ン 酸 塩 の 繊 維 に 対 す る 加 工 量 は 繊 維 重 量 に 対 し て ０ ．
０ ０ １ ～ １ ０ 重 量 ％ の 範 囲 、 好 ま し く は ０ ． １ ～ １ ． ０ 重 量 ％ で あ る が 、 特 に 限 定 は さ れ
な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 本 発 明 に 使 用 す る 防 ダ ニ 剤 の 繊 維 に 対 す る 加 工 量 は 繊 維 重 量 に 対 し て ０ ． ０ ０ ５ ～
０ ． ５ 重 量 ％ の 範 囲 、 好 ま し く は ０ ． ０ １ ～ ０ ． ２ 重 量 ％ で あ る が 、 特 に 限 定 は さ れ な い
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 本 発 明 に は 樹 脂 バ イ ン ダ ー を 併 用 す る こ と が で き る 。 併 用 可 能 な 樹 脂 バ イ ン ダ ー は
自 己 架 橋 型 ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル あ る い は 分 子 内 に カ ル ボ キ シ ル 基 を 有 す る 共 重 合 樹 脂 、 ア
ク リ ル ・ シ リ コ ン 共 重 合 樹 脂 、 ウ レ タ ン 樹 脂 、 シ リ コ ン 樹 脂 、 エ チ レ ン 酢 ビ 樹 脂 、 メ タ ア
ク リ ル 樹 脂 、 グ リ オ キ ザ ー ル 樹 脂 の １ 種 又 は ２ 種 以 上 か ら な る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 実 施 例 に よ り 詳 細 説 明 す る 。 し か し 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の
で は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 実 施 例 １ ） 防 ダ ニ 剤 配 合 処 方 を 表 １ に 示 す 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ６ 】
　 抗 菌 防 ダ ニ 加 工 の 処 方 を 表 ２ に 示 す 。
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 処 方 に よ る 加 工 を 次 の 条 件 で 行 っ た 。
　 被 処 理 物 ： 綿 ブ ロ ー ド （ １ ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ ）
　 処 理 浴 ： 　 浴 比 ＝ １ ： ２ ０ 　 処 理 後 、 マ ン グ ル に て 絞 り （ 絞 り 率 ： ８ ０ ％ ） 、 ８ ０ ℃ に
て 乾 燥 。
　 処 理 方 法 ： 表 ２ に 示 し た 処 理 浴 に 綿 ブ ロ ー ド （ ２ ０ ｃ ｍ × ２ ０ ｃ ｍ ） を 浴 比 １ ： ２ ０ ，
浴 温 度 ６ ０ ℃ で 時 々 攪 拌 し な が ら ３ ０ 分 間 浸 漬 し た 後 、 マ ン グ ル に て 絞 る 。 そ の 後 ８ ０ ℃
に て 乾 燥 し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 洗 濯 方 法 ） 洗 濯 は Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ － ０ ２ １ ７ 　 １ ０ ３ 法 に 準 じ て 行 っ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 抗 菌 試 験 ） Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ － １ ９ ０ ２ に 準 じ て 行 っ た 。
　 　 供 試 細 菌 ： 　 Ｓ ｔ ａ ｐ ｈ ｙ ｌ ｏ ｃ ｏ ｃ ｃ ｕ ｓ 　 ａ ｕ ｒ ｅ ｕ ｓ 　 Ｎ Ｂ Ｒ Ｃ 　 １ ２ ７ ３ ２
　 　 　 　 　 　 　 　 Ｅ ｓ ｃ ｈ ｅ ｒ ｉ ｃ ｈ ｉ ａ 　 ｃ ｏ ｌ ｉ 　 Ｎ Ｂ Ｒ Ｃ 　 ３ ３ ０ １
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 防 ダ ニ 試 験 ） イ ン テ リ ア フ ァ ブ リ ッ ク ス 性 能 評 価 協 議 会 の 侵 入 阻 止 法 に 準 じ て 行 っ た
。
　 　 供 試 虫 ： 　 ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 試 験 の 結 果 を 表 ３ に 示 す 。
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 実 施 例 ２ ） 表 ４ の 処 方 に て 被 処 理 物 を Ｐ Ｅ Ｔ タ フ タ に 変 え 、 加 工 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 処 方 に よ る 加 工 を 次 の 条 件 で 行 っ た 。
　 被 処 理 物 ： Ｐ Ｅ Ｔ タ フ タ （ ６ ５ ｇ ／ ｍ ２ ）
　 処 理 浴 ： 　 浴 比 ＝ １ ： ２ ０ 　 処 理 後 、 マ ン グ ル に て 絞 り （ 絞 り 率 ： ４ ０ ％ ） 、 ８ ０ ℃ に
て 乾 燥 。
　 処 理 方 法 ： 表 ４ に 示 し た 処 理 浴 に Ｐ Ｅ Ｔ タ フ タ （ ２ ０ ｃ ｍ × ２ ０ ｃ ｍ ） を 浴 比 １ ： ２ ０
， 浴 温 度 ６ ０ ℃ で 時 々 攪 拌 し な が ら ３ ０ 分 間 浸 漬 し た 後 、 マ ン グ ル に て 絞 る 。 そ の 後 ８ ０
℃ に て 乾 燥 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 試 験 の 結 果 を 表 ５ に 示 す 。
【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は 、 ポ リ ヘ キ サ メ チ レ ン グ ア ニ ジ ン リ ン 酸 塩 と ピ レ ス ロ イ ド 系 化 合 物 を 組 み 合 わ
せ た 繊 維 の 抗 菌 ・ 防 ダ ニ 加 工 方 法 で あ り 、 こ の 処 理 に よ り 洗 濯 耐 久 性 の あ る 抗 菌 ・ 防 ダ ニ
加 工 が 可 能 と な る 。
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